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第三次環境基本計画基本目標体系案に対する意見等
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１． 上位計画・関連計画との有機的かつ建設的な連
携を図れる体系をめざす
抽象論になりますが、
基本構想(平成37年（2025）年）、総合計画(平成29
（2017）以降分）
都市マスタープランとまちづくり戦略プラン（平成
39 年度（2027 年度））
と上位計画、関係計画との連動性のある環境基本計
画の基本目標体系を目指すべきと考えます。
重複があってはならないのではなく、まちづくりと
しての関係づけ、連携させることが重要。

２．防犯、安心・安全と防災との分野
前回審議会でも意見、言及のあった、防犯、安心・
安全と防災との分野の整理、本環境基本計画での範
囲のおとしどころを明確にしておくべき。

　環境基本計画は、上位計画
である新たな総合計画（基本
計画及び都市マスタープラ
ン）と足並みを揃えて策定す
ることを環境基本計画推進本
部会議で報告しております。
　また、これまでの審議会に
おいても関連計画との整合性
を図りながら計画策定を進め
ていくため、各担当課から、
個別計画について説明する機
会を設けてまいりました。
　今後も、上位計画及び関連
計画の進捗状況等について把
握しながら計画の策定を進め
てまいりたいと考えておりま
す。
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●基本目標４に関しては意見はありません。他の部
局との整合を取るために「４良好な生活環境づくり
の推進」で了解します。ただし、災害廃棄物対応な
ど、新しく「環境基本計画に加わった安全安心対策
に関する項目は、それぞれに加えていただきたいと
考えます。
☛３－２に「災害廃棄物対応計画を策定し周知を図
る」という内容を追加してはいかが。
☛４－２に「化学物質・化学品の適性な管理による
リスクの低減」を追加してはいかが。

●基本目標３、３－２の適性なごみ処理の推進に関
して、食品ロス削減や生ごみの減量などを強調して
いる点は評価します。ただし、ごみの発生抑制や資
源化に関する課題は、生ごみと紙ごみであり、紙ご
みの３Rに関して全く具体的な記載がありません。
☛３－２に、「紙ごみの発生抑制と資源化の徹底」
を加えてはいかがでしょう。

●なお、前文には、「オリンピックの3本の柱はス
ポーツ、文化、環境であり、環境配慮・持続可能性
への配慮は重要なテーマとなっている。東京2020の
開催を契機に快適な生活環境の一層の創造やおもて
なしへの配慮は、レガシーとしてその後の新宿の豊
かな環境創造につながると考えられている。都市鉱
山メダルへの参加はもちろんのこと、新宿らしい積
極的な取り組みが期待される。」というような内容
をぜひ入れていただきたい。

●また、後文などには、「2015年に国連が採択した
SDGｓは、持続可能な世界各国の成長に向けた方向性
を示しており、その17目標169ターゲットを重視し、
地域環境の進展のチェックやPDCAサイクルのキー
ワードとして活用することが期待される。」という
ような内容もぜひ入れていただきたい。
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 いただいた意見については、
個別施策を検討する中で参考
とさせていただきます。
　また、前文及びあとがきに
ついては、骨子案検討の際に
参考とさせていただきます。
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別紙参照 　第１０期環境審議会におい
てまとめた、「新宿区地球温
暖化対策指針の見直しについ
て」の報告書は、地球温暖化
対策地方公共団体実行計画
（区域施策編）を兼ね、第三
次環境基本計画の基本目標の
１つとして位置づけるものと
して作成しました。見直しの
際、国や都の動向を注視し、
整合性を図りながら区の目標
を設定いたしました。
　その他のいただいた意見に
ついては、個別施策を検討す
る中で参考とさせていただき
ます。

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックに
向けて、これからの３年間、新宿区の街の環境は大
きく変わっていくと思われます。
外国人の観光客はもちろんのこと、外国人移住者も
日を追うごとに増加しているように感じられ、私自
身も外国人とのトラブルを何度も体験しておりま
す。
正直「外国人が怖いです。」
ですから、私のマンションでは急遽外国人の民泊を
禁止する条例をつくりました。

新宿区もこうした外国人に対する対策を、基本計画
に入れてほしいと思います。

また、外国人のタバコのポイ捨て、路上に、平気で
ごみや噛み終わったガムを捨てる。など、そういっ
た行動をどうやって禁止させるか？ポスターや外国
人向け標記だけでは、たぶん防止できないと考えま
す。
つまり、禁止標記は、プリーズをつけてはだめなの
です。日本人が考える優しい英語でお願いしてはい
けないということです。　　「絶対、だめです。」
と
はっきりと、そう記したものを新たに作っていただ
きたいと思います。

地球温暖化が進み、日本の美しい四季が失われて
いっている現代です。
そのせいか、新宿区の街路樹も、年々みどりの色が
きたなくなっているようで、悲しい気持ちがしてな
りません。
私のマンションには新宿区の保護樹木が数十本ある
のですが、毎日のように庭師さんが大切に診ていま
す。新宿区も職員に庭師を導入し、街路樹やみどり
の保護にもっともっと力を入れるべきだと思ってお
ります。
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　いただいた意見について
は、個別施策を検討する中で
参考とさせていただきます。
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●まず、抽象的な要望です。
環境基本計画には、地球規模での環境課題を認識し
たうえで、その中においての日本の特性～新宿区の
独自性を分析し、課題となることとその解決法を盛
り込む必要があります。
そういう観点では、一般的な都市とは異なる新宿区
の現状に踏み込めていない気がします。
また、５年後・１０年後を見据えた計画として、先
を見とおした内容にして、なるべく流行り廃りのあ
るキーワードは使わないほうがよいと思います。

環境基本計画ではあっても、経済や社会との関連を
無視できません。（第二次計画では、横断的観点と
して「参加と協働」「グリーン経済」の文言があり
ます）

●基本目標について
いまさら、大枠の話で申し訳ありませんが、
【1】は、取組方針の1-1、1-2を見ると「エネルギー
のマネジメント」のようです。
（ついでながら、「ヒートアイランド」は、気象庁
の資料等によると、「地球温暖化」とは、現象や仕
組みの規模が別で「都市の温暖化」となっていま
す。）

現在の案では、第二次計画【1】の、「人と自然の調
和」「まちの快適性」の入る余地がありません。
【4】に加えるか、【2】の目標を「みどり」に限定
せずに広く自然環境としてはどうでしょうか。。

●方針のどの部分に相応しいかはわかりませんが、
現在、課題となっているにもかかわらず洩れている
事柄を挙げておきます。
LCAの視点からの言及
使い捨て物品への対策（使い捨てプラスチック容器
を廃止する国もある）
廃プラスチック（海洋汚染が問題になっている）
交通手段の改善（自転車利用の促進）
　有害物質の管理（第二次3-2にあり）
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 第１０期環境審議会において
まとめた、「新宿区地球温暖
化対策指針の見直しについ
て」の報告書は、第三次環境
基本計画の基本目標の１つと
して位置づけるものとして作
成しました。見直しの際、国
や都の動向を注視し、整合性
を図りながら区の目標を設定
いたしました。
 第二次環境基本計画からの流
れについては、第２回の環境
審議会でご審議いただき、第
二次環境基本計画の基本目標
１「人と自然が調和したまち
の快適性を確保します」は第
三次環境基本計画の基本目標
２と４に分かれて設定するこ
ととしました。
また、みどりという言葉につ
いては、みどりの基本計画に
あわせて、「樹木、草木など
の植物・昆虫、野鳥、小動物
などの生き物・その生育に必
要な土、大気、水など・緑
地、水辺地、公園など。これ
ら自然のものにより構成され
る環境のこと。」を示してお
ります。
　その他のいただいた意見に
ついては、個別施策等を検討
する中で参考とさせていただ
きます。
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内容的には問題ないと思いますが、実際実行するに
当たり、具体的な方策を常に考えておく必要があろ
うと考えます。

　いただいた意見について
は、個別施策を検討する中で
参考とさせていただきます。
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私の町会（早稲田鶴巻町）は安全推進地域活動重点
地区になっており、防犯カメラの設置や防犯パト
ロール、子どもたちの登下校の見守りなど行ってい
ます。
これらは危機管理課のもと行われており、講習会や
防犯グッズの配布などがあります。環境審議会では
別のことで安全・安心なまちづくりを考えた方が良
いと思います。
防犯パトロールをしていて気が付いたのですが、４
～５年前は街の街路灯が切れていて、区役所に連絡
した事がありましたが、最近はあまり見かけなくな
りました。やはりＬＥＤ電球に変えたからでしょう
か。家庭でも早くＬＥＤ電球や蛍光灯に変えるべき
だと思いました。
小学校では、社会科見学で、清掃事務所などに行っ
て来て、ごみの分別の大切さが分かったと言ってい
ました。子どもの頃から学習する事が大切だと思い
ました。
また環境学習として神田川の生き物を調査したりし
ています。
昔はこのあたりは「早稲田ミョウガ」が沢山取れて
いたそうで、今、早稲田大学周辺で栽培しようと取
り組んでいるそうです。

　　いただいた意見について
は、個別施策を検討する中で
参考とさせていただきます。
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